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あなたは、私たちの身近な世界をつくり出した材料のほとんどが巨大な星の
熱い内部につくられたと聞いたかもしれません。でも、どうやって知ること
ができるのでしょう？私たちは星の内部を調査する観測機を送ることができ
ません。なぜって、星の内部はものすごい高温で、それでも蒸発しない物質
は地球にはないからです。

星ではなく、私たちにとって幸運なことに、私たちの太陽より8倍以上重いあ
らゆる星は、結局超新星として爆発します。超新星爆発が起こると、星の内
部のすべての物質が宇宙に吹き飛ばされるのが見えます。そしてこのとき、
金やチタン、ウランのようなめずらしい元素がつくられ、その瞬間は、銀河
全体で最も明るく輝きます。

これらの4枚のすばらしい写真のどれもが、超新星残がい(残ったガスの集ま
り)と呼ばれている爆発した星の残がいなのです。画像は、15回目の望遠鏡の



誕生日を祝うために、NASAのチャンドラＸ線天文台によって発表されまし
た。チャンドラ望遠鏡は、爆発した星を含む宇宙で非常に熱い場所や、天体
から来るＸ線を見るために特別設計されている望遠鏡です。爆発がこれらの
星の残がいをどんどん熱くしたので、Ｘ線の光でとても明るく輝きだしま
す。

地球の大気が宇宙からのＸ線をさえぎるので、チャンドラ望遠鏡はずっと上
空で旋回しなければなりません。現在、地表より14万km上空から宇宙を見て
います。この理想的な位置から、チャンドラ望遠鏡はとってもくわしいＸ線
画像をつくることができ、私たちが超新星残がいの形や動き、そして化学構
造をくわしく見ることができるようにしてくれます。

上段左から右に順に、かに星雲、G292.0+1.8、ティコの超新星で、下段が3C58
という天体です。

 Cool Fact

This Space Scoop is based on a Press Release from Chandra X-ray Observatory. 
Chandra X-ray Observatory 

      
This website was produced by funding from the European Community's Horizon 2020
Programme under grant agreement n° 638653

超新星残がいは実は自分自身ではどんなわずかのエネル
ギーもつくりません。そして、超新星からガスの供給が
結局尽きて、それらが見えなくなるまで、これらの美し
い天体のいずれもがやがて姿を消すことを意味します。
でも心配しないでね。これからこれらの天体は何千年も
見えていますからね。

この記事はチャンドラーX線天文台の提供によります。
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